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蚕糸研究第90号 1973年12月

Sansi-Kenkyu (Acta Sericologica) 

No. 90， Dec.， 1973 

中国絹織物の分解調査

峰尾城四郎

まえがき

近年，中国産の生糸，絹織物の輸入が増加しその品質も年々向上しているといわれ

る.今日，中国の蚕糸技術は関係者の強い関心の的でありながら，その実態は明確では

ない.たまたま，数点の中国産絹織物を入手することができたので，技術比較の参考と

して，同種の圏内産絹織物との比較調査を行なったので、報告する.

貴重な資料を提供下された通商産業省横浜繊維製品検査所検査課長緒方宗孝氏，本稿

のご校閲をたまわりました，牧裕絹繊維部長，全般にわたってご指導をたまわった青木

昭機織研究室長，実験に協力下された今井恒夫技官の各氏に厚くお礼申し上げる.

試料および方法

1 供試織物の種類

分解調査を行なった供試絹織物について，それらの履歴を第 1表に示す.

第 1表供試織物の製造履歴

記号「瓦五金五 i原料生糸[製織場所(目イすm/m! 精練，染色(場所)

A 羽二重(白生地〕 日本生糸 日

B 羽二重(黒色〉 韓国生糸 必Y

C 羽二重(自生地〕

D 羽二重(車jJ' 色〕 中国生糸 中

本 精 練(日本〉0

0

0

6

0

6

0

白

精練，染色(日本〉

精 練(中国)

染 色(日本〉

国

国

2 測定調査の方法

織物分解，織物構造についての調査に用いた方法は次のとおりである.なお，性能測

定は常に恒温恒湿室 (JISZ 8703，温度 20土20C，相対湿度 65土2%)中にて十分にコ

ンディショニングしてから実施した.

1)織物密度
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小型卓上投影器を用いて織物を 50倍に拡大し， 移動式マイクロメーターを用いて 10

箇所を測定した.

ll)厚 さ

厚さの測定には接触部が直径 10mmの円板， 測定圧 180gをもっ検厚器を用いて 10

箇所を測定した

][)日付 (JISL 0208) 

単位面積の重量を測定し，これを 1m/m付=4.356g/m2の基準数値を用いて換算し

た.重量測定に用いた試料の大きさは 25cmx25cmである.

W)見掛けの比重1)

厚さ (t:mm) と単位面積当りの重量 (W:g/m2)から次式で計算した.

見掛け比重 (g/cm3)=一一望一
1000x 

V)圧縮率，圧縮蝉性率

圧縮空事性試験機(前回精機株式会社製〕を用いて，試料を 4枚重ねて測定し，次式で

計算した目

ー}
 

縮 ユミ to二.!E...-x100 
to 

圧縮弾性水(%)=旦:二tp_x 100 
W-(P 

ただし， to:初荷重 25g/cm2の厚さ，tp:最大荷量 250g/cm2の厚さ to' 再び初荷

重に戻した時の厚さ.

VI)曲げ剛性率

繊工式ソフトネステスターを使用し幅 2cm，長さ 5cmの試料について表裏を名 5

回測定した.曲げ剛性率は次式で算出した.

G=  [4W 

80 

ただし G:011げ剛性率 (g・cm)，W:試料の単位面積当りの重量 (g/cm2)，[:測

定時の最初の試料長 (cm)，0:試料の自由端が移動台より離脱する時のたわみ(ぐm)

VJ[)ハンド値4)

ハントソレオメーターを用いて，表面摩擦とたわみの抵抗他からなるハンド値を測定し

た.試料の大きさは 20cmx20cm，試験器のスリット幅は 0.5cmとした.

VJJ[) FRLドレープ係数

ドレープテスターの試料台(直径 10cmの円板〉上に直径 20cmの円形に切抜いた織

物を置き， 1分開放置した後ドレープ形状を写真撮影(第 15図〉 して， 次式から算出

した.



A.-S 
ドレープ係数=一一ームx100 (幼

S2-S， 
ただし A: ドレープの投影面積， S，:試料台の面積， S2:試料片の面積

JX)糸引抜き抵抗値
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J1S， L 1079にしたがし、万能引張試験機(テンシロン UTM-]D を用いて測定した.

引張り速度は 20mmjmin

X)織物の強力，伸度

万能引張試験機(テンシロン UTM-1) を使用， 試験織物の長さ:100mm， 幅 20

mm，引張り速度 100mmjminの条件で 10回測定した.

1.織物の構成

1)織物分解

測定調査の結果

織物の分解調査により得られた目付，たて糸密度，よこ糸密度，原料生糸繊度〔推定

値)，織縮み率，それぞれの{li'[は第2表のとおりである.

園内産羽二重の目付が表示目付より軽自であり，中国産羽二重が重自の傾向を示して

いる.一般にわが国の羽二重が下回になりがちなのに対して，中国産羽二重は上目を目

標に設計されているように推測できる.

第2表織物分解調査成績

裂音!日付| 密度c/佃〕 | 織糸の構成[ 校?五お | 織縮み率(%)

記トImjm It~て両副長玄;五: iたて司王玄|たて糸|ょこ糸

n ， n I n， ~ .. J n， ~ 
A I 7.5，弘 0， 34.0 [21DX2i 21Dx2 29.8 27.9 1.5 I 1.3 

B 8.0 50.8 41. 0 i 21D x 2' 21D x 2 27.3 26.0 I 2.0 1. 6 

C 8.1 49.0' 45.0 121D x ZI 2即 2
i

27.2 鈎 1 1. 3 1 3.6 

D 8. 8' 51. 8 i 48. 8 i 2山 121Dx 2[ 26，6 I 29.1 2.3 I 2.5 

わが国の羽二重の多くは，本試験の対照医A，Bにみられるように，たて糸密度〉よ

こ糸密度であるのに対して，試験区中国産羽二重はたて糸密度とよこ糸密度がほぼ等し

いところに特徴が認められる 原料生糸の繊度は卓上投影器を用いて 50~100 倍で観察

し試験区 (C，D)と対照区 (A，B)の比較から 21中生糸であると推定した.また，

織糸を構成するフィラメント数は織糸の荷重伸長曲線における切断伸長のばらつきの形

から推定した なお織縮み率については織糸の荷重伸長曲線において曲線が立ち上がる
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第 5図 たて縞の状態

Ik!IAJJIr:;J;1一二重A (x 1 ) 

第 6図 たて紛の状態

中国産羽二重c(x 1) 
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までの低荷重域における伸長率をもって示した.

ll)織物原糸の性状

織物を構成する原料生糸の性状を推定するために，織物のたて糸とよこ糸をほぐして

その強力，伸度を測定し， ヒストグラムで表わすと第 1~4 図のようになる.

その結果，織物をほぐしたたて糸，ょこ糸の強力については，園内産羽二重の織糸は

中国産羽二重の織糸に比較してその平均値，バラツキともに大きく，第5，6図に示す

肉眼観察におけるたて縞の発生状態とも関連して原料生糸にむらが多いと推察された.

2，織物の構造

第 7， 8図は羽二重の構造をみるために透過光線を用いて試料を撮影したものである.

園内産羽二重Aには筏筋が明瞭に表われているとともに，糸と糸の接している所もみら

れ全体としてたて糸の配列が不良で、ある.これに対して中国産羽二重Cはたて糸，よこ

糸が一定の間隔に規則正しく織られていて，製織の精度が高いように考察される.

さらに詳細に調査するために，顕微鏡によって織物を構成しているたて糸，よこ糸の

幅，糸と糸の間隙を測定した.その結果を第 9~12 図に示す.

これによると国内産羽二重と中国産羽二重では，糸幅(第 9，10図〕の平均値につい

ては，白生地，染布のたて糸， ょこ糸いづれの場合においても差はないが，よこ糸幅の

バラツキについてはA>C，B>Dで国内産羽三重の白生地，染布ともによこ糸幅のむ

らが大きい.また，たて糸聞の間際〔第 11図〕についてみると国内産羽二重 (A，B)

における分布は左にかたより糸間隙がOから分布している.中国産羽二重 (C，D)で

は糸間際Oはなく，たて糸の密着しているところがない.これが国内産羽二重の筏筋を

目立たせる原因になっている.

なお，よこ糸の糸間際〈第 12図〉においては国内産，中国産の違いとして打込み数

の違いがそのまま現われている.ここにおいても間隙のパラツキはA>C，B>Dで白

生地，染布ともに中国産羽二重が小さい.

織物の断面構造を観察するため， メタクリル酸フゃチノレ， メタグリル酸メチノレ樹脂を使

って織物を固定し， ミクロトームで織物断面を作製して顕微鏡撮影したものが第 13，14 

図である.中国産羽二重はたて，よこ方向とも織糸の屈曲における曲率が同程度である

のに対して，国内産羽二重ではたて，よこ方向のそれに大きな差が認められる.これは

織物の力学的性質の異方性に影響する原因であるが，当然，手触り，外観の良否にも影

響を与えるものであって，試験区 (C，D). 対称区 CA，B)の大きな遠いとして挙

げることができる.

3.織物の性状

織物の厚さ，見掛けの比重，糸引抜き抵抗，圧縮率，圧縮弾性率を第 3表に示す.

中国産羽二重C，Dは圧縮率小，見掛けの比重大など織物が綴密であることを示し

官能的観察結果とよく一致している.また，腰，手触りに関係深いといわれる FRLド

ープ係数，ハンド値，曲げ剛性率は第4表のとおりであり，中国産羽二重はいずれの測
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第 3表織物の性状 0)

ふ??厚 さ
骨圧昔縮弾性 見掛けの 糸引抜き抵抗{直

圧縮率
比 重たて糸 Iよ こ 糸

血血 % % gl g 

A 0.084 18. 15 80. 39 0.386 70. 7 50.0 

B 0.090 17.65 62.24 0.392 65. 7 46. 2 

C 0.075 12.01 82.35 。‘ 415 70.0 54. 5 

D 0.085 12.17 71. 75 0.452 71. 5 

定値も大きく，腰や張りのある織物とみることができる.

第 15図は供試織物のドレープの形状の投影写真であるが，この真写からではノード

の数と織物構造との関係は認めにくい.

第4表織物の性状 cn)

¥¥¥測定項目 FRL 
ノ、 ン ド値 曲げ剛性率

記 号¥¥¥¥
-・・・........

た て lょ 」加 た て|ょ 」ー

% g g g ・佃
A 25. 7 19.0 32.0 7. 39 7. 12 

B 27.9 17.5 25.0 7.61 7.77 

C 35.2 30.5 25.0 11.95 7. 74 

D 33.5 25.0 23.0 7.55 8.17 

第 5表織物の方向とその強力，伸度

22.50 450 900 

67.50 

I cたて方向〕

強
力

Ckg) 

12.3 

16.2 

q
4

戸

hυ

λ
“ι

勾

z'

7. 3 

15. 7 

4.8 17.8 

16. 3 

仲
度
C%) 

22.8 

25.4 

21. 1 

26.5 

40. 2 

50.4 

21. 3 

16. 2 

注)織物の方向はよこ糸に対する角度で示す，
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また，織物の方向と強{Ijl度との関係は第5表のようである.

以 I~のことから . 織物の性状においてもいろいろな違いが認められたが，それは織物

11'11逃に111;1(斗るものと考えられる

同|人l産羽二重CA

/' 
/，〆

中国産羽.....:iTcc 

可

l同|人j産二十L重 s '1'1]司i!f:;]，:1 A(D 

第15図 トレープ写真

摘 要

中倒産の 8m/m 付羽二重およびこれといd ~r El 付の国内産ヰi .....:1c との比較調査により

供試した'1'1卦産羽二重について次の結果が得られた.

1 )織糸の強)J. 伸度のバラツキが少なく原料生糸のむらは少ないと推定された.
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II) 目付は表示日付より重自の傾向にあった.

J[)たて糸密度とよこ糸密度がほぼ等しく，たて糸， ょこ糸の屈曲における 118率も同

程度であった.

W)織物に筏筋がなく，たて糸，ょこ糸の配列は均斉であった.

V)織物は地合いが級密で，腰があり，たて糸方向， よこ糸方向における性質の違い

が小さかった.
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